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車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

広島市佐伯区にある湯来地域においては、児童生徒の減少による学校規模の小規模化及び学校

施設の老朽化が進んでおり、湯来地域の全ての小・中学校を統合し、１つの小中一貫教育を行

う学校を設置することが望ましいとの合意形成が図られ、地域から広島市に対して提言書が提

出された。

　これを受け、提言書の内容の具現化に向けて、小中一貫教育校の設置及びその設置場所や教

育内容等について協議・検討を進め、令和６年４月に、これまでの地域における協議内容を踏

まえ、小中一貫教育校で取り組む教育の内容や施設整備の方向性を取りまとめた「湯来地域に

おける小中一貫教育校に係る基本構想」を策定した。 

　本計画は、基本構想に基づき、湯来地域の小・中学校４校（湯来東小学校、湯来南小学校、

湯来中学校、砂谷中学校）を統合し、小中一貫教育校として別敷地に校舎の新築を行うに当た

り、当該工事の施工に必要な基本的な事項を整理するものである。 
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No.

・昭和31年に水内村、上水内村、砂谷村が合併して湯来町となり、平成17年に広島市に合併

・広島市の中心部から車で約50分

・西と南を廿日市市、北を安芸太田町に接しており、面積は162.87㎢

・人口は5,253人（令和2年国勢調査）（平成7年調査比で36.2％減少）で高齢化率は49.6％

・自然環境を活かし、酪農や林業が営まれ、こんにゃく、牛乳、鮎、ジビエなど湯来独自の食

　文化を形成

・湯来温泉・湯の山温泉は、広島市内で唯一の国民保養温泉地

（『ひろしま地図ナビ』より出典）
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０３

敷 地 面 積

築 年 数

延 床 面 積

敷 地 面 積

築 年 数

敷 地 面 積

築 年 数

延 床 面 積

湯 来 中 学 校

湯 来 南 小 学 校

砂 谷 中 学 校

災 害 警 戒 区 域

災 害 警 戒 区 域

延 床 面 積

災 害 警 戒 区 域

1 5 ， 8 5 3 ㎡

校 舎 ： 2 ， 5 2 3 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 6 9 8 ㎡

1 2 ， 0 7 1 ㎡

1 0 , 6 8 1 ㎡

土 砂 災 害 警 戒 区 域 内

土 砂 災 害 警 戒 区 域 内

校 舎 ： 3 ， 0 7 6 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 5 3 6 ㎡

３ 階 建 て

３ 階 建 て

３ 階 建 て

校 舎 ： 5 8 年 　
屋 内 運 動 場 ： 5 7 年

校 舎 階 数

校 舎 ： 5 7 年 　
屋 内 運 動 場 ： 5 4 年

校 舎 ： 4 7 年 　
屋 内 運 動 場 ： 4 8 年

校 舎 ： 2 , 4 2 2 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 6 5 2 ㎡

校 舎 階 数

校 舎 階 数

土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 内

砂 谷 中 学 校

湯 来 南 小 学 校

湯 来 中 学 校

( 旧 ) 湯 来 西 小 学 校

湯 来 東 小 学 校

湯 来 南 庭 球 場 運 動 広 場 ・ 湯 来 体 育 館
( 小 中 一 貫 教 育 校  建 設 予 定 地 )

既 存 の 各 学 校 の 位 置 を 示 す 。

敷 地 面 積

湯 来 東 小 学 校

築 年 数

延 床 面 積

1 5 , 3 1 9 ㎡

校 舎 : 1 ， 3 2 2 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 8 8 6 ㎡

２ 階 建 て

災 害 警 戒 区 域

校 舎 階 数

校 舎 ： 5 6 年 　
屋 内 運 動 場 ： ３ ４ 年

敷 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 警 戒 区 域 内
洪 水 浸 水 想 定 0 . 5 ｍ ～ 3 . 0 ｍ 未 満
の 区 域

1 　 現 状 と 課 題

■ 湯 来 地 域 の 概 要 ■ 各 小 ・ 中 学 校 の 概 要 ( 令 和 6 年 5 月 1 日 現 在 )

Ｎ
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No.

2．学校の校舎は、その大部分が建築後５０年を経過しており、今後、施設の更新や大規模な改修

　　が必要になるものと見込まれている。 

１．広島市佐伯区にある湯来地域においては、小学校では、２校のうち１校（湯来東小学校）で

  　複式学級を編成し、残る１校（湯来南小学校）は各学年１学級、中学校では、２校（湯来中学

 　 校、砂谷中学校）とも、各学年１学級となっている。学校が小規模化することにより、集団で

  　の活動や学校行事に制約が生じるだけでなく、協働的な学びの実現や多様な物の見方や考え方、

 　 表現の仕方に触れることが難しくなるなど教育面の課題が生じている。
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■ 湯 来 地 域 の 児 童 ・ 生 徒 数 等 ( 令 和 6 年 5 月 1 日 現 在 ) ■ 課 題

学 校 名

湯来東小学校

湯来南小学校

湯来中学校

砂谷中学校

学級数 児童・生徒数

４(5) 40人(42人)

3(5) 59人(68人)

6(8) 127人(134人)

3(3) 16人(16人)

備考

3･4年生、5･6年生が複式学級

児童・生徒数 推計

学 校 名

湯来東小学校

湯来南小学校

湯来中学校

砂谷中学校

合計

68 70 74 75 75 73 69

260 252 248 243 227 212 198

134 126 121 115 100 94 85

16 14 18 16 19 21 24

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度令和１１年度令和１２年度

42 42 35 37 33 24 20

※( )は特別支援学級を含んだ学級数及び児童生徒数

(令和6年5月1日現在)※令和7年度以降は推計値

小中一貫教育校
開校予定



・湯来東小学校

・湯来南小学校

・湯来中学校

・砂谷中学校

・小中一貫教育校

統合

・湯来西小学校

令和６年４月１日

先行統合
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No.

教育の方向性（児童生徒に身に付けさせたい力） 学校施設の基本的な考え方

１  個に応じたきめ細かな学習指導により、基礎的・基本的な学力を定着させる。

２  課題に気づき、他者と協働して自ら解決しようとする探究的な学びにより、

    論理的・主体的に考え行動する力を身に付けさせる。

３  湯来地域全体を教室として捉え、地域と協働して活動することにより、地域

    への愛着や誇り、感謝の心を育む。 

４  国内外の学校等との交流により、グローバルな視野を身に付けさせ、多様な

    価値観を受け止める態度を育む。 

５  児童生徒が協働して活動することにより、コミュニケーション能力を高める

    とともに、思いやりの心やリーダーシップを育む。 

６  様々な運動の機会を確保することにより、児童生徒の体力の向上を図るとと

    もに、運動に親しむ習慣や意欲を育む。

１ 小中一貫教育を行う学校として、児童生徒が小・中学校の枠を超えた異年

    齢での活動や交流を活発に行えるよう施設・設備を整備する。

２ 主体的に学びに向かえるような工夫や、他者と協働した活動が行えるような

    工夫がされた施設・設備として整備する。

３ 児童生徒がのびのびと運動できるよう施設・設備を整備する。

４ 児童生徒の学習の場としてだけでなく、地域住民のコミュニティの拠点とし

    ての機能を十分に発揮できるよう施設・設備を整備する。

５ 児童生徒が安全・安心な環境の下で通学し学校生活を過ごせるよう施設・

    設備を整備する。

　 また、整備に当たっては、湯来地域をイメージするようなデザインを取

　 り入れるとともに、ユニバーサルデザインの視点にも配慮する。

教育の方針（学校の特色） 既存施設の活用

    づく小中一貫教育校として位置付ける。

２  学年区切りを、小学校６年間、中学校３年間の区切りに捉われず柔軟に設定し、

    小・中学校の枠を超えた異年齢による活動を充実させる。また、教員も校種

　　の枠を超え柔軟に対応できるようにする。

３  小・中学校で共通した教育目標の下、９年間を見通した教育課程を編成し、互

    いの校種の乗り入れ指導等により学力の定着に取り組むとともに、小中一

    貫教育校の特例を活用し、地域学習や国際理解学習を機能的に結び付けた学

    習を行う。 

４  地域と連携して、地域資源を生かしたキャリア教育や伝統文化を継承する学

    習、自然体験学習等を行う。 

５  国内の他地域や海外の学校等とＩＣＴを活用して交流し、互いの生活や文化・

    歴史への理解を深めたり、共通の課題について探究した成果を発表し合った

    りする活動を行う。

６  コミュニティ・スクールとして、地域とともにある学校づくりに取り組むと

    ともに、学校を核とした地域づくりに取り組む。

７  通学区域を全市域とし、他地域からも児童生徒を積極的に受け入れる。 

１  「広島市立学校の管理及び学校教育法の実施に関する規則」第５４条の２に基 １ グラウンド及び屋内運動場・武道場

    公共スポーツ施設である湯来南庭球場・運動広場・湯来体育館を活用する。

２ プール

　 砂谷中学校のプールを活用する。
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2 　 全 体 計 画

■ 教 育 の コ ン セ プ ト 等

新築

湯来小中一貫校

(校舎)

既存施設(共用)
湯来体育館

(屋内運動場)

既存施設(共用)

湯来南運動広場

(グラウンド)

既存施設

砂谷中学校

(プール)



既存施設
湯来南庭球場

既存施設
砂谷中学校
プール

既存施設
湯来南運動広場

既 存 体 育 館 敷 地 ・ 計 画 敷 地 を 示 す 。

計画敷地

既存施設
湯来体育館

既 存 ヘ リ ポ ー ト ・ 計 画 敷 地 を 示 す 。

既 存 施 設 を 示 す 。

既 存 建 物 を 示 す 。
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No.

（『ひろしま地図ナビ』より出典）
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校 舎 の 計 画 敷 地

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 1 2 1 5 - 1住 所

敷 地 面 積

湯 来 体 育 館

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 1 2 1 5 - 1住 所

1 7 , 0 8 7 ㎡敷 地 面 積

2 0 0 %指 定 容 積 率

7 0 %指 定 建 蔽 率

指 定 な し防 火 地 域

指 定 な し用 途 地 域

3 , 1 6 2 ㎡建 築 面 積

3 , 8 8 0 ㎡延 べ 床 面 積

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 一 部 鉄 骨 造 　 2 階 建 て

2 3 年築 年 数

体 育 室 、 剣 道 場 、 ト レ ー ニ ン グ 室 、 会 議 室諸 室

体 育 室 空 調 等 整 備 予 定備 考

指 定 な し日 影 規 制

指 定 な し災 害 警 戒 区 域

湯 来 南 庭 球 場 ・ 湯 来 南 運 動 広 場

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 1 2 1 5 - 1住 所

敷 地 面 積
庭 球 場 　     　   1 , 9 4 7 ㎡ （ 2 面 ）
運 動 広 場        1 4 , 1 2 2 ㎡

2 0 0 %指 定 容 積 率

7 0 %指 定 建 蔽 率

指 定 な し防 火 地 域

指 定 な し用 途 地 域

運 動 広 場 に 人 工 芝 敷 設 予 定備 考

指 定 な し日 影 規 制

災 害 警 戒 区 域 敷 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 特 別 計 画 区 域 内

■ 計 画 敷 地

3 　 敷 地 概 要

■ 計 画 敷 地 に お け る 既 存 施 設 の 概 要

指 定 容 積 率 2 0 0 %

指 定 建 蔽 率 7 0 %

防 火 地 域 指 定 な し

指 定 な し用 途 地 域

指 定 な し日 影 規 制

指 定 な し

湯 来 体 育 館 ： 屋 内 運 動 場 と し て 利 用
湯 来 南 運 動 広 場 ： グ ラ ウ ン ド と し て 利 用
砂 谷 中 学 校 プ ー ル ： プ ー ル と し て 利 用

備 考 欄

災 害 警 戒 区 域

砂 谷 中 学 校 プ ー ル

住 所 広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 3 4 2 7 - 1

防 火 地 域 指 定 な し

用 途 地 域 指 定 な し

日 影 規 制 指 定 な し

延 べ 床 面 積 約 1 , 4 0 0 ㎡

築 年 数 7 年

規 模 2 5 ｘ 1 0 . 4 ｍ （ ５ コ ー ス ） 、 水 深 1 . 1 ｍ ～ 1 . 3 ｍ

災 害 警 戒 区 域 敷 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 特 別 計 画 区 域 内

約 1 8 , 8 0 0 ㎡
( 既 存 施 設 湯 来 体 育 館 　 　  + 既 存 ヘ リ ポ ー ト 　  　 )

Ｎ




